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研究要旨： 

医療の高度化・複雑化に対応し、安全な医療を広く提供するには、効率的な手術手技トレーニ

ングが求められている。主な教育手法には OJT(on the job training)、シミュレーション、動

物を用いた修練（アニマルトレーニング）などがある。従来からの手術手技教育の基本は OJT で

あるが、生命の危機に直結する高度な手術手技など、「失敗しながら」学ぶことのできない医療

技術の習得には、“on the job”を補完する教育手法が必要である。シミュレーションは研修医

などの基本手技の習得には有効性な教育手法であるが、各専門領域で広く普及するには至ってい

ない。アニマルトレーニングは内視鏡外科手術や外傷手術の習得などには望ましい手法だが、ト

レーニングの施行可能な動物実験施設は限られており、費用が高く、研修機会が限られるなどの

問題がある。Cadaver training は、諸外国では手術手技教育の手法の一つとして確立している

が、我が国においても 2012 年 6 月に「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライ

ン」が公表され、関係法令との一定の整理が図られたことで、ガイドラインに沿った実施する体

制が整備された。 

ガイドライン公表から 3 年を経過した現在、複数の大学で Cadaver training に取り組まれて

いるが、医療技術の高度化に対応するためには、更なる普及・定着が必要であると考えられる。

（実施施設は、ガイドラインに従い日本外科学会 CST ガイドライン委員会へ実施内容を報告する

必要があるが、2015 年 12 月 11 日現在までの 3年間に報告された研修等は 10大学、92回の実施

のみであった。） 

そこで本研究では、Cadaver trainingを国内でより定着させることを目的とし、効率的・効果

的な運営を行っている実施施設の調査と、海外のcadaver training course における運営状況の

実態調査を通じて、トレーニングコースを自立し、継続して実施可能とするための資金面での工

夫と運営形態などについて検討する。さらに、献体制度の無償の精神を保ちつつ企業などからの

外部資金の導入する際の利益相反マネジメントに関する指針を提言し、2012年に公表された「臨

床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライン」において、見直しが必要な箇所があれ

ば改定を促すべく、関係諸団体に提言する。 
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A 研究目的 

 

安全な医療の提供には、効率的な手術手

技トレーニングが必要である。死体を用い

た手術手技修練（cadaver training）は、

諸外国では教育手法の一つとして確立して

いるが、我が国でも 2012 年に「臨床医学の

教育及び研究における死体解剖のガイドラ

イン」（以下 ガイドライン）が公表され、

実施する体制が整備された。ガイドライン

公表から 3 年を経過した現在、複数の大学

での取り組みが開始されたが、医療技術の

高度化に対応するためには、更なる普及・

定着が必要と考えられる。そこで本研究で

は、cadaver training をより定着させるこ

とを目的に、以下の研究を実施する。 

 

 

B 研究方法 

 

１．実施例の調査による運営の実態調査 

Cadaver training では手術手技を習得す

るために、医療機器や手術材料を使用して

模擬手術を実施する。医療機器や手術材料

は高額であり、献体の登録、保存、管理等

の業務にも経費と人的資源が必要となる。

それらの必要な経費を受講者からの参加費

のみで賄うことは不可能であり、厚生労働

省の「実践的な手術手技向上研修事業」な

どの補助金や、医療機器メーカー等からの

医療機器の貸与などがなくては実施できな

い現状がある。 

研究では、実施例における参加者負担と

外部資金の導入ならびに企業支援などの運

営状況を、全国の cadaver training の実施

施設からガイドラインに従って日本外科学

会 CST ガイドライン委員会に送られた「遺

体による手術手技研修等の実施報告書」、

「経理報告書」、ならびに「利益相反に関す

る報告書」の集計により調査し、分析する。 
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２．外部資金の導入や企業の協力に関する

指針の提言 

上記の調査から効率的・効果的な運営を

行っている実施施設を抽出し、海外の

cadaver training course における運営状

況の実態調査、ならびにアニマルトレーニ

ング等の他の手法の調査を通じて、トレー

ニングコースを自立し、継続して実施可能

とするための資金面での工夫や運営形態な

どについて検討する。さらに、献体制度の

無償の精神を保ちつつ企業などからの外部

資金の導入する際の利益相反マネジメント

に関する指針を提言する。 

３．ガイドラインの見直し 

 

2012 年公表の「臨床医学の教育及び研究

における死体解剖のガイドライン」の内容

が、現状に合致しているかを精査し、見直

しが必要であれば改定を促すべく、関係諸

団体に提言する。 

期待される効果 

本研究は、国民が安心して質の高い医療

を受けられるために必要 な cadaver 

training を我が国において円滑に実施可

能にすることを目的としており、手術手技

研修の充実によって、医療水準の向上と均

てん化が図られ、医療安全の向上が期待で

きる。 

 

(倫理面への配慮) 

 遺体を用いた手術手技研修の調査に際し
ては、献体者の尊厳とプライバシー保護を
遵守する。 
  

C 研究結果 

 

 研究期間中 2 回の会議が開催された。第

1回は平成 28年 8月 5日に、テーマを「ク

リニカルアナトミーラボ運営と企業との連

携のありかた：事例提示とディスカッショ

ン」として開催された。第 2 回は平成 28

年 10 月 21 日に、テーマを「CST のありか

た：生きた動物（ブタ等）との比較におい

て」として開催された。会議には、外科系

医師、解剖学者に加え、生命倫理の専門家、

法律家、医療機器メーカー、報道関係者も

参加した。 

 調査では、医療安全の観点からもカダバ

ートレーニングの実施体制の充実が望まれ

るものの、国内での実施状況は、平成 25

年度からの3年間で12大学のみでの実施に

とどまっていることが明らかとなった。ま

た、普及が進まない理由として、学内で新

たな組織を立ち上げる必要があること、本

格実施には設備投資が必要であるが、現状

におけるトレーニングの参加費からは賄い

きれず、公的資金の導入とともに実情に見

合った参加費の徴収や医療機器メーカー等

の協力などによる資金の確保がカダバート

レーニングシステムの安定的な運営におい

て必要不可欠であることが浮き彫りとなっ

た。 

 これらの成果は、日本外科学会 CST 推進

委員会と合同企画「今、手術手技向上のた

めに何をすべきか？」として、平成 29年 4

月 29 日に、第 117 回日本外科学会定期学術
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集会にて公表された。 

 

D. 考察 

 

 2 回の会議の討論から献体を用いた手術

手技研修の普及に際しては、大学内での組

織の立ち上げやその維持のための人的・資

金的問題が大きく立ちはだっかており、こ

れをいかに解決していくかが大きな課題で

あることがあらためて浮き彫りになった。

今後は海外の事例なども参考にし、カダバ

ートレーニングの普及に向けて参加費徴収

による受益者負担の仕組みの確立と普及な

らびに外部資金の導入を可能とする体制を

早急に検討し確立する必要性があると思わ

れた。 

 

E. 結論 
 

 国民に対して、高度な医療を安全に提

供するためには、カダバートレーニングの

実施体制の充実が必須である。今後は、有

効性を証明し、社会に対する啓発を推進す

ることにより、社会にサポートされるカダ

バートレーニングの実施体制の確立が望ま

れる。 

 
F. 健康危険情報 
 なし 
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